

山桜桃によるあとがき
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どうも皆さんこんにちは。私です。おそらく毎回この部誌を手に取ってくださっている方も私の名は初耳であろうかと推察します。それは当然です、だって私が入部したのはさる三月（一か月前！）なのですから。と、いうわけでまずは簡単な自己紹介だけ。名前は「山桜桃」です。ゆすら、と読みましょう。花の名前ですね。私もこの前初めて聞いたのですが、花言葉は「郷愁」らしい。因みに私、故郷がどこかよく存じ上げておりません。咲くのは丁度今の季節ですね。見かけたら写真でも撮ってやってください。……これは花紹介ですね。因みに、好きな飲み物はヴォルヴィック、好きな小説はリチャード・バックの「かもめのジョナサン」。
さて、初参加ながら色々とやってみましたが何分勝手がわからないもので大変でしたね。基本的に俳句を趣味としているので、小説を書いた経験が少ない。書いてみても数行で終わってしまうという。
とりあえず、反省。↓

企画小説「親愛なるシャムロック」
今回の企画小説は手紙ですね。しかし、手紙などもらったことこそあれ書いたものなど年賀状くらい。そしてメールもＳＮＳもほぼ死んでる。基本的に世間と没交渉。うん、現実世界の話を書くのは無理だと早々に諦めました。その結果生まれ出てきたシャムロック。
実際、シチュエーションもロケーションもオケージョンも相当ゆるゆるです。どうやって書いているのか、何に書きつけているのか、時期はいつなのか、などといろいろとおろそかにした部分があるので、強引な場面設定をし過ぎたかなという所であります。さらに、今回のような文体や、擬人化した話というのはだいぶ私らしくないやり方です。もし気に入った方がいたらごめんなさい←、こういう話今後はあまり書かないかもしれません。

個人小説「土星年代記」
タイトルパクリ、名前真似、モチーフ借り物、ストーリー雑、という感じでどうにもどうしようもない小説です。はい。そして、我ながら思うのは、わからせる気がない小説であるということですかね。専門用語が多い！　わからない！　オチもわからない！　誤字脱字！　といった声を多数いただきました、ありがとうございます。一応、この小説をもう少し分かりやすく説明してくれるはずのレオンハルト・ノートン編を書こうと思っていますので、しばしお待ちください。

概して
オチのある小説が書きたいです。
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　どうも、お久しぶりです。私です。初めての方もそうでない方もはじめまして。部誌を手に取っていただいてありがとうございます。では早速あとがきをば。

　ファミレス企画「幽霊と幸福のある生活」

　今号の最初の企画。ロケーションをそろえて小説を書く、という趣旨のはずが場所の描写がほとんどないという。
　なにはともあれ、場所を有効利用出来たかどうかはさておき、一応ファミレスというモチーフはぎりぎり用いました。そして、自分では諷刺のつもりで書いたのですが伝わったのかどうか実に不安です。主人公は嫌いではないです。
　余話になりますが、良質な諷刺をお求めの方は、アンブローズ・ビアス「悪魔の辞典」と芥川龍之介「河童」「侏儒の言葉」を読むことをお薦めいたします。

　About me企画「絶対的真理」

　この企画で、題材は自由だと言われたときはやはりエッセイが書き易いのかと思いましたが、私にはあまりエッセイを書く勇気がありませんでした。そこまで自分をひけらかせるような人間じゃないです。人間じゃないです。
ちなみに、翼を授ける→想像、中二から中三にかけて、絶対的真理→夢、中三から高一にかけて、恐怖体験→ほぼ事実、幼少期からずっと、自由落下→夢、幼稚園から小一くらいまで、蝶を潰したのは小一のとき、三叉路→想像、小六の頃、といった感じです。

個人小説「まぼろし」

女性の描写が難しくて匙を投げそうになりました。そして私にしては珍しく完成させるのに時間がかかりました。テーマは少なからずありますがそれよりも文体を見ていただきたい作品です。私は世界のために生きるよりかはむしろ自分のために行きたいと思います。世界を壊さないと死んでしまいます。

個人小説「土星年代記　続」

続編です。もう少しレオンを活躍させてやりたかった感じがあります。そうして書けば書くほど結局私はレオンじゃなくてアランだということに気付かされます。ＳＦが苦手な方には申し訳ないですがまだ続きますよこれ。次は一旦小休止ですが。


　平成27年大会号

どうも、とりあえず初めまして、私です。今回は大会号ということですが、正直なところ何を書けば良いのかもよく解らないのでとりあえず作品の振り返りを書きます。


「まぼろし」

  今回掲載して頂いた作品の中では完成させるのに一番時間がかかりました。もうひとつの個人作品では心理描写あるいは思考描写に重きを置きましたが、こちらでは情景描写と会話を主体にして書きました。……書いたのですが、それが予想外に大変でした。特に、会話というのを日常的にあまりしないせいか、不自然さが出てしまったようにも思います。会話というのは一歩引いたところにいる視点から一気に主体へ近づいていくものですから、日常的に積極的に行うのは大変です。

「土星年代記 続」

  タイトルには「続」とありますが、登場人物が同じであるだけで話としては一つで完結しています。専門用語が多いと解られないかもしれないという危惧はありましたが、ＳＦらしく書こうとした結果ではあります。テーマとしては実にシンプルですが、そもれでも私はこんな人間にはなれる気がしません。だからこそ書く意味があるような気もしていますが。

「絶対的真理」
　自分の幼少期の頃の体験を基にした短編集です。私は自分について自信がないのでこのような夢見心地の事しか自分について語ることがありません。しかしながら、改めて文字に起こしてみると、我ながら変な夢を見たりしているな、と驚いたりもするものです。なんとなくわかるとわからないの境界線くらいで呼んでいただければと思います。


毛色の違う作品ばかり書いていますが、それはそれで統一した文体(スタイル)への道程なのかとも思っています。文芸部に入ったことによって多少なりとも自己表現が出来るのは私にとってとても嬉しいことです。
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　お久しぶりです。私です。そうです、山桜桃です。家の近くのアイスバーンで毎日のように転倒しているせいか尾骶骨がだんだん痛いです。さてこそ作品解説をば。

企画『存在仮説』
　スタニスワフ・レム『ソラリス』を読んで以来、アントロポモルフィズムが頭から離れませんがそれはこの際措くとして。
　有名な思考実験の「シュレーディンガーの猫」に題材を取りました。重ね合わせの心理は分裂なのか統合なのか、と考えて、考えた結果このような構成に。因みにエルヴィンの性格が本当にいいかどうかは保証しかねます。

個人小説『雨のルポルタージュ』
　真冬に春の小説を出したことを深くお詫び申し上げます。実はこれ、六か月ほど前に書いたものを何度も何度も推敲したもので、その間に季節が進もうと私のあずかり知るところではないです。あとルポタージュではないです。ルポタージュだったらLe Potageでザ・スープです。
　小説、にしては話が無さ過ぎるので散文詩かもしれない、と思いつつ、芥川龍之介が小説に肝要なのは「詩的精神の如何」である、と言っていたので良いことにしました。すみません。

個人小説『ホワイトノイズ』
　冬なのに冬の小説を出したことを深くお詫び申し上げます。心温まる展開も物理的に温まる展開もないです、すみません。
　夏に出した「まぼろし」でも話を作る中で画家が出てきたので、ひょっとすると私画家大好きなのかもしれません。因みに、《》内はカウントダウンです。何のとは言いませんが。ただ一人称の小説が終わるにはそこそこの理由が必要である気はしています。

今回の個人小説では敢えてではないですが頻繁な改行や内容の非論理性など前衛的な手法を使ったように思われます。どうしてこうなったかというと、おそらく題材のせいです。雨が好きで、この季節に転ばされ続けてもなお好きです。白色が色で一番好きです。半ば信仰です。

俳句『第零詩集』
　ずっと出したかった俳句がようやく出せてなかなか。高校に入ってからの集積を集めました。因みに、Twitter上で幽龍(@yuryu_haiku)名義で俳句を浮かべているのでよろしければご覧ください。

　ではまた次回、良いお年も悪いお年も含めてお幸せに。
　Tabula Rasa 5

　予防線としてはじめまして、山桜桃です。最近、読み方を変えようかどうか悩んでいる次第です。今年の冬は転んだ回数が二百を超えていないことを祈っています。数えてはいません。
　作品の話をしますよ。

企画〈ギャグ〉『無重力ピエロ』
　伊坂幸太郎は関係ないです。ノリです。執筆姿勢もノリです。落語を飛行機の中で音声だけ聞くのが好きです。それを踏まえて状況説明はなるべく省きつつ、雰囲気を理解してもらえれば、というのが方向性です。方向性はギャグじゃないです。あと念のため、これは戯曲でも脚本でもないです。小説です。絵を描いてくれたくらうでぃ、ありがとう。

個人『ゆりしーず』
　タイトルはジェイムズ・ジョイスに引っかけました。ホメロスは関係ないです。登場人物って作者の玩具みたいなもので、可哀想に感じることが時たまあるんですね。賢く在れない。善良で在れない。ほいほいと死を迎えて退場する。役割を担うために不条理な運命を押し付けられる。だから、登場人物に構って、楽しく遊んであげよう、というのが第一の執筆動機です。また、反チェーホフの銃、反リアリズムも搭載しています。感想を漏らすときに「～であるなあ」と夕刻さんが言うのは、小説の中に彼女がいる印です。そして彼女は、至って普通の一日を過ごしただけに過ぎません。小説として成り立っているかどうかは読者諸氏にご判断を。

個人『Genius』
　久々にＳＦです。どちらかといえばスペキュレイティヴ・フィクションのＳＦ。メタフィクションは一度書いてみなければ第四の壁がよく見えない。「体系の塔～」二挿話で対。フランシス・ベーコンへの皮肉です。確からしいものは脆い。「ラプラスの～」皆さんご存知ラプラスの悪魔。彼は自己破綻するのではないかな、と前から思っています。「Universe～」世界を実装する、というわけですが、情報基盤の現実はどうにも危うい。「Zombie～」ニイチェは参考にしています。生きるって思った以上にどうしようもなくて、人間的だなあと思うのです。「『ボク』の～」多価函数を分割するように人格パラメータが分散して、見えるものは案外普通でもせめぎ合っていたりはするもの。「可能性～」世界はもっと上手く回っているはずだったんだけどな、と、小さい頃からの違和感です。
天才って、世に認められない異端の方がずっと多いと思うのです。そもそも理解できるような存在でないから。

次号は土星年代記の続き書きます。よろしゅう。
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　新入生の方もそうでない方もはじめまして、本当にはじめましてのとき以外毎回はじめましてと言っています、山桜桃です、ゆすらです。読んでくださったことのある方、はじめまして。
　新年度なので詩と短歌に挑戦してみたらまあなんとやら。

・企画「Definition」
　時間旅行。ＳＦは得手ですが、通り一遍のタイムパラドックスとか未来予想図とかの仕掛けものでは面白くないなと考えすぎた結果よく解らない迷走を遂げました。物語時間旅行です。定義は力です。
あなたは、あるいは私は今どの辺に居るのでしょうねと思いました。本と違って終着点が見えやしない。それから、個人的に最近時間旅行を可能にすると主張する原理に懐疑的になっていて、適当なことを書くのが憚られたというのも一言だけ。サイエンス・ファンタジイではないです。

・個人小説「L.N.の墓標」
　土星年代記、の続き。自然科学の外にある問題、というのはあります、間違いなく。そうして、言語化できるものだけが頭で理解できていることでもありませんし。話に出てきた球面は、太陽から等距離であるので天国の存在候補です。レオンハルトはこれで出番が終わります。続きを書くかどうかは不透明。

・詩「震々」
　初めて詩を書いた……は嘘です。出そう、と思えるものになったのは今回のものが初。詩がわからないので、とりあえずこれは言語遊戯なのだろうと解釈することにしました。書き方の技法は、学校のテスト等で文中にある{ある・ない}みたいな選択肢を選ぶ問題から発想しました。冒頭の場面は実話です。私です。ぶるぶる震えているのも実話です。結構役に立ちます。この詩とて散歩中に出来ました。

・短歌「水色の春を」
　短歌も初めて。昨年度に旭丘の文芸部と交流する機会がありまして、それに触発された恰好です。現代短歌は普通に話すような言葉が短歌のリズムを持つのが面白い。『嘘つきを～』ディストピア/ユートピアの発想が好きです。『グーチーパー～』隠れた変数理論、というものがありまして。反証はまだ。『コンビニに～』居たんです。無愛想な顔した猫が。『風光る～』春は透明感があって好きです。花粉さえ出なければ。水色の春は青春とは別物ですからね。

　文芸部はいつでも新入部員募集中です。皆さんどうぞよろしく。私ももう次が最後の部誌になります。
　113号

　はじめまして。
最後のあとがきです。
山桜桃です。

企画（夏）『ロスト・サマー』
　夏の雰囲気がありませんね。逆説しか言えない。サンタクロースがプレゼントくれなかったら別に誰もサンタクロースなんて有難がらないと思うのですよ。家宅侵入おじいさん。というかそもそもそんな利他的になれるのはどうしてでしょうねと。ディストピア、特にジョージ・オーウェルの『一九八四年』を多少意識しましたがまあ何とやら。

個人小説『エアダイヴ』
　私の中のむずむずする気持ちと繰り返し私の中で窓から飛び降り続けているナユタさんのイメエジが結びついてこうなりました。片付いていない文章及びストオリイですが別に時間が足りなかった訳ではなく敢えてです。名前のいくつかは『カレワラ』から取っています。大気の乙女っていいなあと思っただけです。デウス・エクス・マキナに対するアンチテエゼがなくもない。ルラが色々悩んでいる部分の文体は「意識の流れ」を踏まえてはいるのですがまあ何とやら。
個人小説『夜のルポルタージュ』
　小説……かと聞かれると私も否と答えますが、まあ散文詩として読んで頂きたく存じます。『雨のルポルタージュ』に映し出されているものよりは暗い部分を書こうと。夜だもの。鬱屈とした感情を題材にするのは本質的では無い気もするのですが。クリープハイプを聴きながら書いていたら言及してしまったという。「ガスパール」は聖書に登場する東方の三博士の一人の名です。ただし、このガスパールはルイ・ベルトラン『夜のガスパール（Gaspard de la nuit）』に出てくる「夜のガスパール氏」を指しているのですがまあ何とやら。

俳句『How to make Galaxy』
　アイディア自体は前からあったのですが、まあ引退でもしない限りやれないかなと。「銀河（ギャラクシイ）」と「銀河系（ミルキイ・ウェイ）」の区別にはご注意を。「あーこれって銀河系規模だなあ」集です。

　最後らしいです。引退するらしいです。びっくりです。種々様々な人たちに種々様々なありがとうを申し上げます。副部長らしいことは特に何もしませんでした。小説は高校を出た後も書いていきたいと思っています。

ではさようなら。またどこかではじめましてを。
　平成28年大会号

　はじめまして。今回、大会号には『ホワイトノイズ』ならびに『夜のルポルタージュ』を掲載しております。
　いつも作品の内容について解説してばかりなので、今回は私の執筆動機内面その他云々について吐露しようかと。ルソーは告白を好んだが、彼の著作には真の告白と呼べるものは殆ど存在しない、とは誰の言でしたか。人の恥ずかしい所を知りたいという暗い欲求は誰しも持っているのでしょうから、彼はそこにつけこみ自らの内面をカリカチュアライズして製品化したということでしょうか。何が言いたいかというと私の話は特に面白くありません。※偏見を含みます
　正直なところ、異世界を描く場合世界観を大事にといったことを他の部員に伝える割には、私は世界観を、もとい世界を構築するのが苦手です。というか、どの口が言うというお話ですが、内容が世界観にフィットしている物語は読むのも苦手です。例えば、魔法使いが普通に存在する世界、の中で魔法を使って物語を構築しても特に面白いと私は特に感じません。そういう意味では、アウトサイダー、異質なものがふらりと混入してくる、といったようなもの、あるいは間（あわい）というのでしょうか、何を描いているのか曖昧なもの、を書いてきたように思います。幻想文学の領域でしょうか。
　ところで、昨今の怖い話は怖くないですね。わざとらしいからいけないのだと思います。怖がらせようとする製作者の熱意に感動してしまいます。何が言いたいかというと、物語は「作るもの」でなく「あるもの」だと私は思っています。私は執筆時にプロットを作りません。嘘です。時々作ります。しかしプロット通りに物語が進んだことが一度もありません。嘘です。プロット通りに書いたことがあります。ですが、我ながら面白くありませんでした。わざとらしいからです。
　執筆動機の話をするのでしたか。特にないです。書きたいと思いました。だから書いています。今までも書いてきたように、これからも書きます。そのつもりです。私は考えることが大好きです。意味のないことが大好きです。人から褒められなくてもいいという態度を取りつつ人から褒められるととても嬉しいです。だから、ではありませんが、書きます。
　哲学と数学が好きです。嘘です。哲学者が好きです。数学者と、数学者が考えていること、が好きです。哲学者が考えていることは嫌いです。彼らはあまりに時代に流されやすく、そして現状に基づく推論を行いがちです。下らないこだわりや振る舞い、態度にすべてがあります。思想も細部に宿ると思っています。今までの文章は全部今適当に考えました。
　馬鹿だと思う人は馬鹿にします。
　馬鹿でないと思う人はもっと馬鹿にします。
　何の話をしているか解らなくなってきたのでやめます。自分では気付かないところにすべてが存在している、はずです。
　あとがきのあとがき

　別にこれがやりたくて作ったとかいう訳ではありませんが、結果的に見ればやりたくなってしまうのは不可避ですね。はい、はじめまして、山桜桃です。

　幾つか、今後の話をします。これを見ている人はよほどのもの好きだと思うので折角ここまで見たなら見て行ってください。

　ひとつ。『現代詩手帖』『文學界』『S-Fマガジン』の三誌に積極的に投稿したいと思っています。良かったら買ってください。

　ひとつ。まだ決めあぐねていますが、ペンネームは山桜桃に本名一文字くっつけて山桜桃・凜にしようかと思っています。

　ひとつ。もう特にないです。

　以下どうでもいい話をします。

　なかなかどうして、もうこのように多くの知人の前に文章をさらす機会が来ないというのは寂しいもので、引退後数週にして既に飢え始めたのでこんなものを書いています。部員の皆さんは同じものを作って欲しい方が居たら山桜桃までご一報ください。作ります。
そうして、これを編集する際に初めて気づいたのですが、何と最初のあとがき、A4で書いていました。道理で変に詰まっていたわけです。109号のときのあとがきのつなぎ担当者さん本当に申し訳ありません。

何か所か、明らかな誤字等々マイナーチェンジがあります。

[bookmark: _GoBack]それでは、はじめまして、山桜桃凜です、また。
